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川越ワイズメンズクラブ会報 

Ｎｏ．17－12         ６月号     発行 2016 年６月１６日       Chartered  1998 

会長    吉野 勝三郎      クラブ会長主題   「東日本区大会主催をクラブの躍進に活かそう」 

副会長   林  京二      国際会長主題   「Mission with Faith 信念のあるミッション」 

松川 厚子   アジア会長主題  「Through Love, Serve 愛をもって奉仕しよう」 

会計   吉田 公代   東日本区理事主題 「Stand at the origin and take a step for the future   

書記   森下 千恵子            原点に立って、未来へステップ」 

             関東東部部長主題  「チェンジ」 

 
 

6 月 

幼子は成長し、強くなり、知恵に満ちて行った。

神の恵みがその上にあった。（ルカによる福音書 

2 章 40 節） 

And the child grew and became strong; he was 

filled with wisdom, and the grace of God was 

upon him. (Luke 2:40) 

 

 

２０１６年５月の統計（５月２８日） 

在籍１１名 出席者 ３名） 出席率２７％ 
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ワイズメンズクラブ 国際協会東日本区 
THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

 

卓話の会のお知らせ 
日時 平成 28 年 6 月 25 日（土） 

16：00～18：00 

会場 ＹＭＣＡ川越センター 

〒350-0046 川越市菅原町 7-16  

会費  無料（お茶とお菓子付）  

 

卓話者 上村圭介先生 

 大東文化大学外国語学部 日本語学科 准教授 

 

内容  「外国人居住者受け入れ態勢の現状と課題」 

 

申込み ＹＭＣＡ川越センター 

川越市菅原町 7-16（川越第一ホテル近く） 

6 月 24 日まで受け付けます。 

 ℡ 049-226-2491 

 fax 049-226-2304 

           

主催 ワイズメンズクラブ国際協会東日本区川越クラブ 

会長 吉野勝三郎 

 

 

 多様化する社会、国際化する社会で私たちの周りで、

どんなことがおきているのか、どのように対応したらよ

いのか、 

肩ひじを張らない卓話で、お茶を飲みながら、専門の

先生のお話しを聞いてみませんか？ 

 

 ワイズメンズクラブ国際協会東日本区川越クラブでは、

地域住民との係りを大切にしています。 

 

  たくさんの方をお待ちいたしております。 

   

 

 

第 19 回 東日本区大会に参加して 
山本剛史郎 

2016 年 6 月 3 日（金）～5 日（日）、ワイズメンズ

クラブ国際協会・第 19 回東日本区大会に参加するた

め長野市に行ってきました。 

「ワイズにひかれ善光寺」というキャッチフレーズ

の通り、善光寺色の強い東日本区大会であった。最初

は善光寺の宿坊、玄証院で役員会が行われ、大会初日

6/4（土）の長野プレゼンツでは天台声明、善光寺絵解

きなどが行われ、晩餐会では木遣りから始まり、食前

の祈りも「善光寺式」（？）で行われた。それらは長

野市・善光寺という地域の特徴を生かしたもので良か

ったと思うし、どこでやっても同じ大会となってしま

っては面白くない。と、すると、次は川越！せっかく

川越でやるならば、川越らしさをだせるものにしたい
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The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒３５０－００４６ 川越市菅原町７－１６ 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 

c/o Kawagoe YMCA、 7-16 Sugawara-cho、 Kawagoe、 Saitama 350-0046 Japan 



ところだが･･････。 

今回の東日本区大会で一番強く感じたことは「東日

本区アワー」の持ち方であった。6/4（土）の「東日本

区アワー（Ⅰ）」では大切内容ではあるが、もう少し

工夫ができるし、必要だと感じた。できれば途中でパ

フォーマンスを入れるとか、販売品の PR とか、体操

などで体を動かすとかして何か気分転換をしたい。オ

ープニングセレモニーから 3時間の間がとても長く感

じたのは私だけではないと思う。この部分を工夫し、

改善するだけでも、次の東日本区大会（川越）の印象

は大きく変わると思う。 

「東日本区アワー（Ⅱ）」も表彰式があり、それぞれ

自分のクラブや近隣のクラブに関することなので、そ

れなりに盛り上がるのだが、ちょっと時間的に間延び

してしまった。これは事前準備によって改善すること

ができる。 

とにかく、これまでの大会と同様、もしくはそれ以

上に川越での東日本区大会は面白かったという印象

を残したいと思うし、そのための工夫・改善は可能だ

と思う。 

 

 
 

 

 
 

 

理 事 メダルの重 さ 

利根川 恵子 

 去る６月５日（日）、第 19 回東日本区大会 2 日目に

理事就任式・引き継ぎ式が行われ、青木一芳・元国際

会長の司式による就任式に続いて、渡辺隆理事から理

事メダルを引き継ぎました。今まで遠目には見ていた

ものの、実際に自分の首にかけられと、その重さに背

負うものの大きさを実感いたしました。 

 このメダルの裏側には「理事の証として」と刻まれ

ています。そしてメダルの帯の部分には第１代に始ま

り、歴代の理事の名前がゴールド・プレートに刻印さ

れ、輝いているのです。落ち着いてよく見てみると、

私の名前もすでに付けられており、まさに理事の証を

いただいたのだと、さらに気持ちを引き締めずにはい

られませんでした。メダルの重さ、それは、今まで脈々

とつながれてきた理事に代表される数知れないワイ

ズの誇りと熱意の重さであると思います。 

 正式には 7 月 1 日からが任期ですが、第 20 回東日

本区大会、常任役員会・役員会、理事通信・区報発行

等の準備が始まっており、「利根川丸」はすでに出港

しております。一年間順風満帆とは行かないかもしれ

ませんが、どんな荒波でも私にはご指導くださる諸先

輩、一緒に舵を取ってくださる役員の方々や川越クラ

ブのメンバー、そして温かく支えてくれている家族が

います。メダルの重さの意味を肝に銘じて、「利根川

丸」が積み荷をたくさん増やして、無事に帰港できる

よう、しっかり舵取りをしてまいります。 

 川越クラブのみなさまには本当にお世話になりま

すが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 
 

 

4 つのバナー（旗） 
 

1. クラブ旗 

2. 川越東日本区旗 

3. 東日本区大会旗 

4. 理事ホームクラブ旗 

 

現在、川越クラブの管理の下これらの４つのバナ

ーがあります。２．３．４．の 3 本の旗は、6 月 5

日（日）長野での東日本区大会のプログラムの最後

に川越クラブに引き渡され、来年 6 月 4 日（日）ま

で保管することになります。川越クラブとしては、

これらのバナーを単に保管するのではなく、東日本

区全体のことを考え、次回の大会準備を整え、利根

川恵子理事のホームクラブであることに誇りを持

って支えること、この 3 点の任務が新たに加わりま

した。当然ながら、川越クラブの活動もわすれるわ

けにはいきません。 

 私の尊敬するビジネスコンサルタントは、決して

“忙しい”と言わないことを信条としています。“忙

しい”と言った途端に、物事の優先順位が狂い始め

るのだそうです。誰にも１日２４時間が公平に与え

られています。イエス様は、同時に何人もの祈りを

聞くことができますが、凡庸な人物でしかない私で

す。限られた知識・能力をいかに使い切るか。この



４本の旗を見上げながら、ため息をつくのではなく、

できることから手を染めます。それが、利根川恵子

理事の主題でもあります。“明日に向かって、今日

動こう”（For the Future, Act Today!） 

  

川越クラブ 会長 

吉野 勝三郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 甲府クラブ・秋山仁博会長から理事ホームクラブ旗 

を受け取る吉野会長。 

 

 

 

 YMCA 報告 

 
●6月 7日(火)、久篠、河合で障害児通所支援事業

所集団指導を埼玉県庁で受けてきました。対象の事業で

ある放課後等デイサービスでは、毎年一回全体での集団

指導があり、事業所ごとには 3 年に一度監査が入ります。

川越センターの監査はすでに昨年終えておりますが、今

後も誠実なプログラム運営と利用請求に不備がないよう

に常に書類を正しく整えておく必要があると感じました。 

放課後等デイサービスの事業所はここ数年でこれまで

の 3倍に増えたそうです。川越センターでは若干の利用

者受け入れができますので、利用を検討されている方が

おりましたらスタッフまでお声掛けください。 

 

●6月11日（土）～12日（日）名栗元気プラザ（飯能市）

にて、クローバー＆グリーンキャンプを行いました（参加メ

ンバー17名）。これは、子ども達がキャンプ生活を通して

自分たちの生活の場（身支度、荷物整理等）を整え、仲間

への配慮や協働作業を学ぶというソーシャルスキルトレ

ーニングの実践プログラムです。天気にも恵まれ、大きな

怪我もなく無事に終了しました。 

 

●今年度もワイズメネット会より 5 冊の絵本を寄贈して

いただきました。6月 9

日（木）、前日に同盟

での絵本の仕分け作

業をしてくださった利

根川さんが、川越セン

ターと浦和センター分

をリュックに詰めて運

んでくださいました。 

ありがとうございます。日頃から様々な形でＹＭＣＡを支え

ていただいているワイズメンズクラブの活動に感謝申し上

げます。川越センターでは、新たに送られた本を使ってク

ラスで活用させていただいております。 

 

【今後の川越センター6月の予定】 

6/18(土)  放デイ特別プログラム「浦和北ロータリ

ークラブ主催 ＢＢＱ＆収穫祭」 

＠見沼田んぼ 

6/23(木)  キリスト教入門講座 14 時半～15 時半 

＠川越センター 

6/25(土） 放デイ特別プログラム「カレー作り＆バ

ッティングセンター」 

＠川越市内 

 

＜夏休みの子ども短期講習会（水泳・体操・英語）＆

キャンプのご案内＞ 

申込受付が始まっています。ご希望のプログラムは、

お早めにご予約ください。 

◆水泳・体操子ども短期講習会（３歳～小６／所沢） 

◆キャンプ（年少～中３／１泊２日～３泊４日） 

◆アクティブスクール（年中～小６／５日間通い／所

沢） 

◆English Summer Camp（年長～小６／１泊２日） 

◆English Summer School（年少～小６／浦和・所沢） 

◆English Preschool（２～３歳／３日間通い／浦和・

所沢）  

*詳細については「埼玉ＹＭＣＡ」のＨＰでご覧く

ださい。 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

                               

                                   

 


